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〔開議 午前１０時００分〕 

議長（三鬼和昭議員） これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１６名であります。 

 よって、会議は成立いたしております。 

 最初に議長の報告ですが、お手元に配付の報告書は朗読を省略し、これより議

事に入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付の議事日程第２号により取り進めた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において１４

番、濱口文生議員、１５番、中垣克朗議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、議案第５８号「平成２１年度尾鷲市一般会計補正予算（第９

号）の議決について」から、日程第８、議案第６４号「尾鷲市消防団員等公務災

害補償条例の一部改正について」までの計７議案を一括議題といたします。 

 ただいま議題の７議案につきましては、既に提案理由の説明は終わっておりま

すので、これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、発言を許可いたします。 

 最初に、７番、南靖久議員。 

７番（南靖久議員） 改めまして、おはようございます。 

 それでは、質問通告に従いまして、順次質問をさせていただきたいと思います。 

 私の今回の質疑は、議案第５８号「平成２１年度尾鷲市一般会計補正予算

（第９号）の議決について」のうち、第２款総務費、１項総務管理費、５目企画

費の総合計画の事業についてと、それと同じく議案第５８号、第２表債務負担行

為補正、これも総合計画の継続の２年にわたる委託業務についてです。 

 それと、同じく議案第５８号、５款農林水産業費、第２項林業費、２目林業振

興費のうち、林業再生基金事業補助金についてと、それと同じく第５款の農林水

産業費、５項水産業の負担金、補助及び交付金の漁業合併の保証についてでござ

います。 

 以上、４点について質疑をさせていただきたいと思います。 

 まず初めに、予算書の２４ページの企画費、総合計画策定事業の委託料１２５

万円と、同じく債務負担行為の予算書の６ページに当たる１,２３２万７,０００

円についての質疑を行います。 
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 市長は、さきの本会議の冒頭、市政方針演説の中で、伊藤市長が策定をいたし

ました平成１４年からスタートした第５次尾鷲市総合計画・尾鷲市新生ビジョン

なんですけども、これは２３年度までの計画を踏まえてということでスタートし

ておりましたけども、今度、新たに平成２４年度からスタートする、向こう１０

年間、第６次総合計画が岩田市長の手によって新しく着手するということで、計

画とその進行管理に、方向だとか大きさ、量など、庁内における全体的な方向づ

くりが必要として、管理職層を対象に後期基本計画の検証を行うと述べられてお

りました。また、そして新しい総合計画は、当然、施策の目的と手段を明確にし、

施策ごとに目標数値を設定し、施策の達成状況をはかり、総合計画には住民参加

で幅広く市民公募を設けるとともに、地区懇談会や市民のアンケート、要望等を

調査・分析しながら策定をしていきたいとも述べられております。言うまでもな

く、総合計画は、地方自治法第２条第４項で、市町村は事務を処理するに当たっ

て、議会の議決を得て、その地域における総合かつ計画的な行政運営を図るため、

基本構想を定め、これに即して行政運営を行わなければいけないと、地方自治法

で義務づけられてもおります。いわば総合計画は、個々の自治体本位の憲法だと

言っても過言ではないと思います。１０年間の計画を策定し、時代に即応しなが

ら、前期、後期５年ずつに分けて、普通の自治体はそのような計画を立てて、実

施計画に基づき行政運営を行っているものと私は理解をしておりますし、２４年

度のスタートに向かって、約２年ちょっとの準備期間として、当然、過去の計画

を見ても、こういった１２月補正での予算補正ということで、新たに４月１日か

らすぐにスタートできる体制を組んで基本構想を考えておるのが過去３回ぐらい

の例かなと資料で感じておったんですけども、そういったことで、今回、過去の

検証に基づいて、岩田市長は第６次の策定に、これはいわば取っかかりの準備な

んですね。２年間じっくりかけて、時代に即応した総合計画、まさに岩田色を出

す絶好のチャンスだと思うんですね。そういった意味では、今回、一般補正で計

上された１２５万円は、過去の検証をするという説明なんですけども、新たな６

次構想に向かっての、これからの地方自治体、特に過疎地域の著しい尾鷲市にお

いて、岩田市長は当然、第５次の基本構想を検証しながらも、新たに第６次の総

合計画策定に向かって、どういった目標・目的、それと岩田市長自身の第６次総

合計画に対する基本理念をまずはお聞かせ願いたいと思います。 

 それと、次に予算書の５５ページ、森林整備加速化・林業再生基金事業補助金

の尾鷲木協組合、尾鷲ヒノキ内装材加工協同組合、それと個人の木材株式会社の
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方に、国の緊急雇用対策費の県の基金の中から尾鷲市がトンネルをして、市は市

として出す分だと。市の分が約１１５万円、それの予算の詳しい内訳と、それと

同じく予算書６１ページ、合併漁業経営改革支援事業費補助金の積算根拠と、そ

れと市長が施政方針の中で、５年間をめどに、国、県の指導によって市分の補助

を上げるとおっしゃっていましたけども、できたらその５年間の市の負担金の内

訳についてもお聞かせを願いたいと思います。 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 第６次尾鷲市総合計画につきましては、「みんなが安心して生

き生きと暮らせるまち、誇りあるまち・尾鷲」を基本理念として、目標年度を平

成３３年度と定め、将来都市像と、それを実現するためのまちづくりの基本目標

を市民の皆様とともにつくり上げていきたいと考えております。まちづくりの原

則は、まず、市民のためのまちであるという観点から、だれのためのまちづくり

かという原点が堅持されるべきであり、その際に、地域課題と地域資源を多元的

に把握し、それに基づいた政策と方針が地域に適合していなければなりません。

まちづくりの策定過程においては、いわば公開と参加の原則を自明のものとする

ことが条件であり、公開性や透明性、住民参加が基本的に確保されていなければ

ならず、市民に十分な情報が開示され、わかりやすい形で提供されていること、

さらに、この過程において、市民の意向をどこまで反映できているかということ

が重要であると考えており、市民と議会と行政がともに議論し、さまざまな努力

を結集することで「誇りあるまち・尾鷲」を実現してまいります。 

 総合計画策定委託料の内訳並びに森林整備加速化・林業再生基金事業補助金、

また、合併漁業経営改革支援事業費補助金につきましては、担当課長の方から説

明をさせます。 

議長（三鬼和昭議員） 市長公室長。 

市長公室長（仲明君） ２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、細目、総合計画

策定事業に計上いたしました１２５万円の内容についてご説明をいたします。 

 補正予算１２５万円はコンサル業務委託料で、内容といたしましては、第５次

総合計画の政策体系の検証業務や基本構想策定に係る基礎調査等の経費と管理職

層の共通認識を図る経費でございます。 

 次に、債務負担行為のご質問ですが、第２表債務負担行為補正の総合計画策定

業務委託料は、期間を平成２２年度から２３年度までの２年間、限度額
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を１,２３２万７,０００円と定め、債務負担行為をお願いするもので、内容とい

たしましては、職員の共通認識を図るための研修会等の経費、市民アンケート支

援の経費、策定委員会、審議会、作業部会等への支援の経費であります。 

 なお、委託内容としましては、策定作業における専門的知識を要する者に関し

てはコンサルタントが行い、それらをもとに職員が市民参加型のワーキンググル

ープにおいて個別政策を決定していくというつくり込みを行いたいと考えており

ます。 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） 水産農林課長。 

水産農林課長（小倉宏之君） それでは、５款農林水産業費、５項水産業費、２目水

産振興費、１９節負担金、補助及び交付金のうち、合併漁協経営改革支援事業費

補助金についてご説明します。 

 この補助金は、本市の５漁協を含む外湾地区１２漁協の合併に伴い、外湾地区

合併漁協早期自立支援事業の一環として、国の欠損金処理スキームにより実施さ

れる欠損金、未払金に対する債務保証料に関して一定の支援を行い、合併を促進

するとともに、合併漁協の経営の早期自立を図ることを目的としています。 

 事業の概要としましては、このスキームにより欠損金４４億円のうち２０億円

を借りかえ、今後５カ年で返済する計画となっています。この２０億円の借りか

えに伴いまして、平成２１年度には年１.５６％、３,１２０万円の保証料を支払

う必要がありますが、国から２分の１、１,５６０万円の補助がありますので、

補助団について、各市町で欠損金の按分割合により、それぞれ補助するものです。

本市の負担割合は１８.３％で、平成２１年度の補助額が２８５万５,０００円と

なり、２２年度が２２８万４,０００円、２３年度が１７１万２,０００円、２４

年度が１１４万２,０００円、２５年度が５７万２,０００円です。今後５年間で

合計８５６万５,０００円の補助を予定しています。 

 続きまして、５款農林水産業費、２項林業費、２目林業振興費、１９節負担金、

補助及び交付金のうち森林整備加速化・林業再生基金事業補助金についてご説明

します。 

 この補助金は、国の緊急経済対策による補助金１,２３８億円を原資とし、都

道府県に基金を造成し、平成２１年度から２３年度の３カ年で、間伐や路網整備、

伐採から搬出、利用までを一貫とした取り組みにより、地元間伐材の活用を地域

で一体化に行う目的であります。 
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 事業の概要としましては、間伐等の森林整備の加速化、間伐等の森林資源を活

用した林業産業等の地域産業の再生を図るため、今年度が２５億円の基金で、森

林林業緊急整備事業を実施し、間伐材のフル活用を図るための利用拡大に対応し

た製材施設等の整備や高性能林業機械等の整備、間伐材の流通円滑化の取り組み

を行います。補助率は国５０％です。各事業の補助は、尾鷲木材協同組合、木材

高温乾燥機が１,５６７万８,０００円、尾鷲ヒノキ内装材加工協同組合、グレー

ティングマシン、含水計、木材用インクジェットプリンター、搬送装置、上屋建

設が１,０６４万円、田中木材工業株式会社、グラップ付バックホウが６４２

万５,０００円となっており、今年度の尾鷲木材協同組合の木材高温乾燥機に限

って、県が定額３００万円、市が事業費の５％の補助を行います。これは、本

年１０月の建築基準法の改正により、今までにより厳格な含水率、サイズの均一

化が求められるようになったことから、尾鷲ヒノキを含めた三重県産材が他地域

におくれをとらないためです。補助金としまして３,２７４万３,０００円となり

ます。 

議長（三鬼和昭議員） ７番、南議員。 

７番（南靖久議員） 先に農林水産の方から。先ほど小倉課長の方から詳しい説明を

していただきました。ありがとうございました。大体腹へはまりました。漁協合

併の促進事業の方が４４億円の不良債務のうち２０億円を借換債で借りて、外湾

ですか、漁業組合が５年間にわたって償還することの保証費用を各市町ごとに分

けて分担ということで、尾鷲市の５年間合計が８５６万５,０００円ということ

で、一抹の不安といたしましては、果たして僕は２０億円を５年間で経営改善で

返済できるかなというような複雑な思いがあるわけなんですけども、この５年間

の目途としては、保証料の補てんについては、ひょっとするとまた延長もあるの

かなというような私自身の思いがするわけで、当然、今、平成２６年度を目途に、

漁業組合の方が一県一漁協という目標を立てておられるということで、とりあえ

ずこの一県一漁協の５年間の中でのうちで何とか好転させていくということで５

年間の目安を決めたのかなというような思いがいたしておりますので、できるだ

け予算は予算として、尾鷲市も５が合併、４つの組合が現状維持ということで、

複雑な体制で、尾鷲市としては行政指導をしていく上において、いろんな問題点

があるのかなというような思いがするわけなんですけども、できたら、やはり国

の目指しておる一県一漁協に近いような、尾鷲市も漁協も一本化した気持ちで漁

業振興に当たれるような体制はつくっていただきたいと、これは要望しておきた
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いと思います。 

 それと、林業の方で、１０月の建築基準法の改正なり、ひのき材の含水率の問

題等で、どうしても乾燥機を入れなければ商品価値が上がらないということで、

よく理解できて、こういった国の緊急雇用対策等を利用しても、非常に林業が深

刻な状態ですね。先般もこれは漏れ聞いた話なんですけども、尾鷲木材市場が、

材が集まらなくて市が流れたというような話も聞いておりますので、それだけ木

が集まらないということは、もう林業価格が暴落して、大体よいときの４分の１

の価格ということで、山主は今、切らないような状態ですので、でき得れば、市

として市有林なんかも、いろんなことを考えて、ひとつ経営の方にも協力をして

あげていただきたいなと、これも要望をしておきたいと思います。 

 さきの基本構想の市長に対して、これからスタートすることなので、具体的な

ことというのは非常にご答弁はいただきにくいなと思ったんですけども、ただ、

市長が目指す基本構想の形の中では、「皆が安心して生き生きと暮らせる、誇り

あるまち」を目標として市民とともにつくり上げていきたいと、今、基本構想の

基本的な理念を述べられておりましたけども、ややもすれば、「誇りあるまち」

というのは大変聞こえがいいですけど、また一方から考えると、何かちょっと

「ほこり」のある、逆に「誇り」じゃなくて違った意味の「ほこり」の多い尾鷲

のまちみたいな感じがいたしますもので、でき得ればもっとだれが見てもイメー

ジのわくような目標を、「誇り」を「ほこり」と僕は若干今聞いて思ったもので、

「ほこりのあるまち」にも思うなというようなことで、それは今後、市民の皆さ

んとともにいろんなキャッチフレーズは考えていただきたいなと思います。 

 過去の第５次総合計画においても、市民とともにいろんな部会を五つぐらいの

部会に分けて二十数回から三十数回ワーキングチームでやって、最終的にコンサ

ルにまとめていただいておるようですけども、私はでき得れば、今も仲室長の方

が、この１２５万円の予算説明をいただいたんですけども、僕は勘違いをしてお

ったのは、市長が所信表明で言われたもので、まず各課の共通認識をともにする

ための１２５万円、市民も情報開示をしながら、そういった予算に１２５万円を

ソフト部分に使っていくのかなというような思いがしておりましたけども、仲室

長の説明を聞くと、ほぼコンサル業務にかなりの１２５万円のうちの額が充てら

れるような説明で、意外と僕は何かちょっと拍子抜けしたようなところがあるん

ですけどね。 

 これは余談なことなんですけども、中国を初めて統一した秦の始皇帝、今から
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二千数百年前なんですけども、この皇帝が一番先に行ったというのは度量衡なん

ですね。国全体の重さ、長さ、量を中国全体を統一したというのが、秦の始皇帝

の、まずすべての国民を共通認識に置いたということが、これはすばらしいこと

だなと思ったんですけども、それ以前に秦の始皇帝は、軌、車軸の幅を統一した

そうです。馬車で引いて通る車軸の幅をね。それはどういうことかというと、車

軸の幅を決めることによって、皆が同じ幅の道を無理なくぬかるみでも通ってい

けるということで、いわば交通整理というよりか通りやすい道の基準をつくった

ということなんですわ。すべてだれが通っても、この道は通れますよという基準

をね。そういった意味で、私はこの１２５万円が、課長層を始めとする５次計画

の検証をしながら第６次に向かっていく共通認識ですね。僕は、ある意味での方

向、量、大きさ、そういった市民も交えた一つの、一本の岩田色はこの基準で進

みますよという軌跡をつくっていくための１２５万円かなというような思いがし

たんですけども、どうも何かコンサルに相談するような予算なので、いま一度、

この１２５万円の予算については、市長の市政報告とは若干のずれがあるように

感じましたので、できたらもう一度ご説明を願いたいと思います。 

 それと、できたら市民とともに歩む総合計画ということなので、どういった形

の中で市民を公募していくのか。たしか前回は３名、民間公募をされたと思うん

ですけども、私ども議会の方も、当初、基本構想の後半で常任委員長と議長が入

っておりましたけども、議会改革の一環として、途中で議会が審議会から抜けた

という経緯もありますもので、私も２回か３回、部会の方で出席させていただい

たんですけど、内容についてはわかっていませんもので、できるだけ僕は市民公

募の方を幅広くいろんな分野から設けて、本当に市民参加型、特に現場の声が基

本構想の中で反映できるような審議会のメンバーを選んでほしいなと思いますの

で、その点について市長にお聞きをしたいことと、それと、昭和６０年代に入っ

てから当市は特に児童数の減少が著しく、工業高校が１校、中学校が３校、小学

校が４校閉校になりました。それと、来年度で九鬼小学校も閉校予定、それに三

木里幼児学級の方も、どうもピリオドを打つような話を聞いております。岩田市

長が策定しようとする第６次基本計画の最終年度は平成３３年ですね。市の将来

予測ということで、平成３３年というと人口が約１万５,０００人と示されてお

ります。以前にも僕は一般質問の中で言ったんですが、百五銀行が、三重県

が２９市町に合併をしたときを境に県の市町ランキングを出したわけですね。そ

の中でまとめた中で、平成３０年ということで、今から２１年後には尾鷲市の人
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口は１万２,７５４名と激減をいたします。人口推計でいくと、この数は隣町の

海山町とほぼ同じ人数になるようでございます。そういった中で……。 

議長（三鬼和昭議員） 紀北町。 

７番（南靖久議員） 済みません、訂正します。紀北町と同じ人口になります。この

人口減少率の方は、当尾鷲市は２９市町で南伊勢町に次いでワーストツーの人口

減少率ということも予測されておりますし、ほぼ変わらないだろうとも思ってお

ります。先般、南伊勢町の新聞で見たんですけども、現在、高齢化率は４２％、

そして、さらには１０年後の高齢化率は、南伊勢町では５０％を超えると予測を

されております。当然、当市においても対岸の火事ではなく、必ず当市も過程の

中で通る道だと考えております。そういった中で、この南伊勢町の一番の課題は

何ぞといったら介護と医療だそうです。介護と医療が喫緊のまちとしての大きな

課題であると新聞紙上では書かれておりました。確かに基本構想には、やはり市

の人口構造や産業別人口、またさらには人口の流動等を基本にした基本計画を策

定していかなければならないと思います。 

 そういった中で、特に児童数の減少の著しい当市においても、学校の統廃合の

問題あるいは学校耐震問題についても、ひょっとすれば大きな見直しが要るのじ

ゃないかなというような思いもいたしております。そこで教育長にお聞きしたい

のは、次代を担う子供たちへの教育現場での環境づくりは、未来に向けての投資

であると同時に質の高い教育が必要であると私も常々思っております。そういっ

た中で、民間から就任した初の教育長として、第６次構想の中に、社会教育や学

校教育を始め教育行政全般について教育長自身の基本的な理念をお聞かせ願いた

いと思います。 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） まず、総合計画の１２５万円の件でありますが、おっしゃられ

るように、秦の始皇帝が車軸の幅を定めた、その車軸の幅を定めるためにいろん

な基礎調査が必要となってきます。そのためにコンサルを使うということであり

まして、その後は管理者層の共通認識、あるいは実際策定に当たっては職員が中

心となって進めさせていただきたいというふうに思っております。 

 それから、市民公募の件ですが、これにつきましては、あらゆる方法を使いま

して公募を募っていきたい、多くの市民の皆様にあらゆる分野より総合計画の策

定にかかわっていただきたいと考えております。前回が３名の公募枠だったとお
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聞きしていますけども、今後、もっと広げるような意向でこれから調整していき

たいなというふうに思っております。 

 それから、人口についてでありますけども、これも本当に大事な話であります

ので、まず総合計画を進めるに当たって、１０年後の目標人口といいますか、推

計人口をきちんと把握してからいろんな数値を達成するための施策体系をつくり

上げていきたいなというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（三鬼和昭議員） 教育長。 

教育長（畑中伸稔君） 南議員の質問にお答えいたします。 

 私の教育に対する基本理念は、「すばらしい可能性を持っている子供たちに思

いやりのある教育を」であります。就任以来、各小中学校を訪問し、校長、教頭

より話を聞いたり、授業の様子を見たりし、気になる点も若干ありましたが、落

ち着いた学習態度でした。また、各学校の４月に作成した学校経営や要覧を読み

ましたところ、その充実した内容から真摯に取り組んでいる姿が見られました。

それぞれの学校に対応した教育を具体的に考えていると強く感じました。私は、

校長を中心とした各学校のチーム力に期待し、子供一人一人を大切にした学校づ

くりを進めていきたいと思っています。このことが尾鷲市の教育力につながると

確信するところであります。 

 さて、私の教育理念ですが、一つは自学自律であります。それは、教えられる

よりみずから学ぶこと、すなわち教育は単なる学問知識の伝授ではなく、みずか

ら真理を求めようとする意欲を燃やし、探求する方法を培い、つかみ取る方法を

身につけるものであると考えています。それには全員が参加できることで、わか

る喜び、楽しさが実感できる授業を展開し、一人一人に学習意欲を促すことが大

事です。そして、もっと学びたいという意欲が、学校生活及び家庭、社会生活を

充実したものにさせることと思います。このような学習意欲を引き出せる教育を

定着させなければならないと考えています。 

 二つ目に、心の教育の充実です。現在のような社会の目まぐるしい変化から、

子供たちを取り巻く環境にも多くの問題や事件が発生している今、学校という場

で心の教育が強く求められ、一人一人がお互いの人格を認め合い、自分を大切に

するとともに相手を大切にする、お互いの命を尊重することが大切であると考え

ています。自分の考えを持ちながら、他人の意見を受け入れ、ともに学ぶことが

でき、そして、人とかかわりが結べる社会性を持った人を育てる、これは学校に

託された大きな問題でもあります。 
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議長（三鬼和昭議員） 教育長、理念だけ明確にお答えください。 

教育長（畑中伸稔君） 三つ目は、地域社会とともに育つ学校、開かれた学校づくり

でございます。 

 最後に、尾鷲市学校教育目標に「豊かな心をはぐくむ」を掲げています。私は、

この尾鷲市学校教育目標の達成に向け、未来のある尾鷲市の子供たちのために、

学校や家庭、地域社会の連携体制をより推進して頑張る所存であります。 

 次に、児童数減少に伴う学校統廃合の問題につきましては、平成１８年２月に

設置された第２次適正規模・適正配置検討委員会の答申を受け、教育委員会で慎

重審議を経て、平成１９年８月、尾鷲市立小中学校の配置計画が策定されており

ます。第２次答申では、拙速な統合は避けよとのご意見もいただいておりますの

で、教育環境を取り巻く状況の変化を見据えた上で、学校関係者、地域住民等の

話を十分にしてまいります。また、学校耐震化につきましては、平成２１年度、

小中学校耐震整備総合計画に沿って順次着手してまいります。 

議長（三鬼和昭議員） ７番、南議員。 

７番（南靖久議員） 各議員の方から一般質問的な要素があるということで、質疑と

いうことでございますので、手短に再度お聞きをしたいと思うんですけども、先

ほど市長が、今年度の２次補正予算なんですけども、車軸の幅を決める基本的な

前段のものを検証するために予算を組んだということでございますので、できる

だけ役所の課長職層もそうなんですけども、市民も統一した岩田色のある車軸の

幅、基本構想の流れの中を、真っすぐな道を、まずは市民にわかりやすいような

方向を示していただきたいと思います。 

 それと、今年度もあるんですけども、最終的には来年と再来年で策定をする基

本構想なんですけども、でき得れば、当然専門的な分野はコンサルにまとめてい

ただくということなんですけども、できる限り僕は自前の、やはり今の足元を見

据えた実行計画に近いみたいな尾鷲市の総合計画であってほしいなと強く要望し

たいと思います。私も昭和５７年から議席をいただきましてから、長野市政、杉

田市政、伊藤市政、そして前奥田市政と岩田市長に、５代目に仕えるわけなんで

すけども、総合計画の方も第２次から参画をさせていただいております。私は、

昨年の１年は、特に奥田市長の場合は総合計画なんてとんでもない、全く開きも

しなかったんじゃないというような、そういった行政を進めてきておりましたの

で、この前奥田市政のおくれというものは、僕は数年の、昔、失われた１０年と、

バブルのときですか、よく社会で使われましたけども、まさに尾鷲市としては失
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われた１年ですね、昨年は。そういった意味で、急ピッチで１年のおくれをこの

基本構想の中でも僕は取り戻していかなければならないなと思っておりますので、

基本的な構想ではなしに市民に密着した本当に実行計画に近い総合計画を策定し

てほしいなと強く要望いたしますし、より多くの市民、特に現場で働く市民、本

当の生の声を拾った基本構想をつくり上げていただきたいなと心から要望してお

きたいと思います。 

 それと、教育長には基本構想ということで教育理念を聞いて、教育長の切実な

思いについては理解をさせていただきました。やはり教育の上においても、基本

構想の思いやりの精神、私も政治信条として、「常に他人を思いやる気持ちと奉

仕の精神をいつまでも忘れない」というのが、私の今日までの政治姿勢として、

いつも念頭に置いて活動しておるところでございますので、できる限り子供一人

一人を大切にしていくような明確な位置づけを基本構想の中で、教師も親も地域

も地域ぐるみで大切に子供を育てていくような明確な理念を基本構想の中に入れ

ていただきたいなと思います。一般質問ではないので、要するに本当に市民ぐる

みの総合計画を策定していただきますことを強く要望して質疑を終わります。あ

りがとうございました。 

議長（三鬼和昭議員） 市長。 

市長（岩田昭人君） 職員を中心とした市民参加型のワーキンググループあるいは地

域懇談会等において、たくさんの市民の方の意見をいただく、あるいは職員みず

からこの総合計画に参画するという姿勢は基本的に貫きたいなというふうに思っ

ておりますので、ご理解のほどよろしくお願いします。 

議長（三鬼和昭議員） 次に、１１番、濵中佳芳子議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） それでは、通告に従いまして質疑をいたします。 

 議案第５８号「平成２１年度尾鷲市一般会計補正予算（第９号）の議決につい

て」のうち、予算書１８ページから１９ページの歳入、１９款諸収入、５項雑

入、１目雑入の資源化物売却収入についてお聞きいたします。 

 資源化物売却収入につきましては、今年度当初予算において６８２

万８,０００円計上されており、今回の４９３万５,０００円の減額によって当初

見込みの３分の１の１８９万３,０００円になってしまいます。これは、売却と

いうことで、相手のあることでもあり、こちらの都合ばかり言えることではない

と理解できますが、少しでも減収を食いとめるための工夫ができないものかと感

じます。そこで、減収となった理由をお聞かせください。 
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 次に、同じく議案第５８号「平成２１年度尾鷲市一般会計補正予算（第９号）

の議決について」のうち、予算書７６ページから７７ページの歳出、９款教育

費、４項幼稚園費、１目幼稚園費の幼稚園管理経費の中の幼児学級補助金につい

て、その内容をお聞かせください。 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） 環境課長。 

環境課長（野田耕史君） それでは、資源化物売却収入の減額補正の理由についてご

説明いたします。 

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節雑入の資源化物売却収入は、当初予

算編成時の業者見積もりと過年度の資源化物の発生実績から６８２万８,０００

円の歳入を見込んでいましたが、上期・下期の入札単価が当初の見積もり額を大

幅に下回ったことによるもので、当初予算の計上額から４９３万５,０００円を

減額補正するものです。この減額の内容は、金属類については当初の見込み額を

若干上回っているものの、発生量の多い紙類の売却単価が、新聞紙で見積もり額

の６分の１、段ボールが１０分の１、紙パックが６分の１、その他紙類が７分

の１となったことが主な要因となっており、景気の低迷による再生紙の需要低下

が販売単価に直接はね返ったものと考えております。 

 以上でございます。 

議長（三鬼和昭議員） 教育総務課長。 

教育委員会教育総務課長（岩出育雄君） ９款４項１目幼稚園費、細目２、幼稚園管

理経費の中の補助金２５万６,０００円、幼児学級補助金について説明いたしま

す。 

 三木里幼児学級が平成２１年度末をもって閉園することに伴い、幼稚園教諭の

退職手当について、尾鷲市教育委員会関係補助金交付要綱に基づき、退職金の２

分の１を補助しようとするために計上したものでございます。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） 先ほどの、まず、ごみの方なんですけども、かなりの入

札の下落ということ、市場価格の下落があるということは理解できました。これ

は、金額が単純に下がったものだけなのか、それとも、今、ごみ削減を推進され

ている中で、ごみそのものの量も減っているのかどうかはもう検証されているの

かというあたりと、それと、ちょっとこのあたりは、ずれるかもしれませんけど

も、よく報道なんかで、金属類がさっきも上昇しているというようなあたりで、
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資源ごみの持ち去りなどが報道されることを目にしております。そのことが当市

では現状起こっていることはないのか、そのあたりの対策というのは考えられて

いるのかというあたりを聞かせていただきたいと思います。 

 幼稚園補助金に関しては理解できました。また後ほど一般質問の中でもありま

すので、そこは内容をお聞かせいただいたということで理解させていただきます。 

議長（三鬼和昭議員） 環境課長。 

環境課長（野田耕史君） 当市の場合の資源ごみなんですけども、発生ごみの割合な

んですけども、資源化物の９０％が紙類なんです。金額にして当初予算に計上し

ている予算のうちの６１２万円というのが紙類による収入なんです。そこの部分

の落ち込みがものすごく大きいということで、今回、この４９５万円の減額をし

ているので、金属類については７０万円ほどの予算計上になっています。ただ、

先ほど議員が言われましたように、どこかの方が集積所から持っていかれるとい

うようなことは、今のところはございませんので。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） わかりました。もう一つ答弁がいただけなかった部分、

ごみ削減の効果としてのごみ全体の量の減りというのがあるのかどうかというあ

たりをお聞かせいただけますか。 

議長（三鬼和昭議員） 環境課長。 

環境課長（野田耕史君） ごみの削減についてはかなり進んできていまして、２０年

度と２１年度のごみ量の差というのもほとんどないような状況になってきていま

す。 

 以上でございます。 

議長（三鬼和昭議員） 以上で通告による質疑は終わりました。 

 他に質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（三鬼和昭議員） ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております７議案は、お手元に配付の議案付託表のとおり、

会議規則第３７条第１項の規定により、それぞれ所管の常任委員会に付託したい

と思います。これに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（三鬼和昭議員） ご異議なしと認めます。よって、７議案は、それぞれの常任
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委員会に付託することに決しました。 

 次に、日程第９、請願第１号「『義務教育費国庫負担制度の存続と、負担率２

分の１への復元』を求める請願」から、日程第１２、請願第４号「２０１０年度

の年金確保に関する請願」までの計４件の請願を一括議題といたします。 

 ただいま議題となりました請願につきましては、朗読を省略し、お手元に配付

の請願文書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。これに

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（三鬼和昭議員） ご異議なしと認めます。よって、所管の常任委員会へ付託す

ることに決しました。 

 ここで１０分間休憩いたします。再開は１１時からです。 

〔休憩 午前１０時５０分〕 

〔再開 午前１１時００分〕 

議長（三鬼和昭議員） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、日程第１３、一般質問に入ります。 

 発言通告書が提出されておりますので、お手元に配付の一般質問表に従い、順

次これを許可することにいたします。 

 抽せんの順序により、最初に、１１番、濵中佳芳子議員。 

〔１１番（濵中佳芳子議員）登壇〕 

１１番（濵中佳芳子議員） 今定例会１人目の一般質問ということで、しばらくおつ

き合いいただきたいと思います。 

 岩田市長が就任され、約５カ月がたち、今定例会で副市長、教育委員会と顔ぶ

れがそろいましたところで、この市の未来を支えてくれる子供たちについて質問

させていただきます。 

 昨年度、文部科学省は、社会教育の分野において、「みんなで支える学校、み

んなで育てる子ども」をうたい文句に、学校支援地域本部事業をスタートさせて

おります。これは、地域につくられた学校の応援団と言えるものにしようという

ことです。社会がますます複雑多様化し、子供を取り巻く環境も大きく変化する

中で、学校がさまざまな課題を抱え、生徒や保護者との信頼関係を築くことさえ

難しくなってきていると聞いております。本市におきましても、学校内での問題

行動は多数報告されており、その発生から解決、改善に至るまで、教師、生徒、

保護者が大変な思いで取り組まれていると聞いております。 
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 先だって、市内の小学校でも問題が起こった際、保護者との信頼関係にひびが

入り、なかなか解決に向かうことができなくなったとのことで、その学校の校長

先生から外部の者である私に相談に乗ってほしいと持ちかけられました。中学校

では、問題行動があったということで、学校が生徒を警察に訴えるということが

起こりました。結果として警察の取り扱う事例ではないということで不起訴にな

りましたが、しかし、この間、学校も生徒も保護者も双方ともに苦しい時間を過

ごすことになりました。このように、問題が起きる場面で解決に向かうため関係

者がとても大変な思いをしている現状があります。 

 学校問題の解決に当たっては、全国各地でさまざまな取り組みがされていると

いうことで、今回、先ほど申し上げました文科省の学校支援地域本部事業をもと

に設置された東京都教育委員会の学校問題サポートセンターと、昨年度から実施

されている鈴鹿市の学校問題支援チームを視察させていただきました。この取り

組みは、学校において発生した問題について、本来なら学校と保護者で解決すべ

きものを一たん第三者機関に預け、福祉、医療、法律の専門家などによる公平中

立な判断により解決に向けて支援しようとするものです。視察をさせていただい

た機関では、設置してからの日は浅いものの、それぞれに効果が出ており、これ

を参考に設置に向かおうと多数の視察が申し込まれておりました。 

 さらに、平成１７年度から始まっている学校運営協議会事業は、三重県内でも

既に小学校から高校まで７校が取り組んでおり、今年度はさらに２校が追加され

ます。先だって紀南高校でこの取り組みに参加されている協議会委員の方にお話

を聞かせていただくことがありました。この取り組みを進めることによって、学

校と地域の連携が深まり、学校を支える意識の向上が、学校の中はもちろんのこ

と、保護者だけでなく地域の人々にまで広がりを見せており、今後もこの取り組

みを深めていきたいとおっしゃっていました。 

 このような制度を活用し、学校に地域のサポートを確立させることで、例えば

鈴鹿市では授業をサポートさせる学校ボランティアが進んでおります。一般の市

民が授業のお手伝いをするのですが、このことにより、学校内での教師の取り組

みに理解が深まることで学校と地域の連携が強化されているようです。クラブ活

動についても、教師以外の顧問を活用することにより教師の負担を軽くする取り

組みが進んでいる学校もありました。昨年度まで自分自身が中学生の保護者とし

て学校とかかわっておりましたが、先生方の授業以外に課せられる仕事の多さは

並大抵でないことを感じてきました。子供たちの生活全般にわたり心を砕き、我
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が子同様に一生懸命考えてくださる先生に頭の下がる経験もいたしました。しか

し、日々起こる数々の問題に追われ、余裕がなくなっていることを口にする先生

は少なくありません。教師が時間的にも精神的にも余裕を持って仕事ができるよ

うになれば、直接向き合う子供たちにとってよい関係ができ、効果のある教育と

なると思います。そこで、尾鷲市の教育を地域全体で支える取り組みとして、学

校運営協議会と学校問題解決支援の事業を進めていただきたく提案申し上げます。 

 そこで、学校運営協議会制度について、その仕組みと権限についてご説明いた

だきたいと思います。学校問題解決については、まず現状でされている子供につ

いての相談窓口について、教育委員会、福祉両方においてどのようなものがある

かご説明ください。これらを踏まえ、市長、教育委員長、教育長それぞれの教育

に対する思い、特に地域においてどのように子供たちの成長を支えていこうとい

うお考えがあるか、お聞かせいただきたいと思います。 

 三重県において、来年度から策定される三重県教育ビジョンについての地域懇

談会が進められております。その中で、子供を育てる中で家庭の教育力に関する

問題がありました。家庭教育における低下が言われておりますが、少子化の中で

兄弟の数も減っており、集団生活におけるしつけや教育には、もはや家の中だけ

では限界があるのも事実です。そこで、子供が幼いうちに保護者によるネットワ

ークづくりや情報交換の機会を持つことが大切ではないかと思います。当市にも

子育てグループや学童保育、子育て支援などの取り組みがなされておりますが、

雨の多いこの市の課題として、屋内で自由に子供たちが遊べる場所が確立されて

いないことがあります。児童館がないというのはあまりにもお粗末なのですが、

現状の財政状態で新しいものをつくることは無理としても、現在あるものをもっ

と自由に使える体制を整えることはできないでしょうか。そこで、現在の既設の

建物で子供たちの利用できる屋内の状況をお聞かせください。 

 次に、これは３月の定例会でも聞かせていただいたのですが、輪内地区の未就

学児の幼児教育について、その後どのようになっているのか、既に来年度の幼稚

園児募集が広報誌に掲載されましたが、その詳細について、それと、これまで幾

度も繰り返されましたが、認定こども園が今後どのようになるのかお聞かせいた

だきたいと思います。 

 次に、市内の住居表示についてお尋ねします。 

 当市の地名については、市政始まって以来の長い歴史の中で、旧町内において

はこれまで何度か住居表示の整理がなされてきました。平成１０年度には大規模
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な整備がされ、ほとんどの地区が現在の住居表示の形になっております。しかし、

依然として旧住居表示のままに南浦、中井浦が残った地域があり、前回の整備以

来１０年余りが経過してしまいました。この地域では、ふだんの生活において不

便と不安が続いていると聞かされております。特に緊急時においては、住所を伝

えて場所を特定するのに、整備されている地区と比べて手間がかかることがある

ようです。そこで、この住居表示について、これまでの経緯とこれからの整備計

画についての現状をお聞かせいただきたいと思います。 

 これで壇上からの質問を終わらせていただきます。 

議長（三鬼和昭議員） 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 私の教育理念は、「自分や他人を大切にできる子供を育てる」

ということに主眼を置いていきたいと考えています。現状では、社会の急激な変

化に伴い、子供の意識も大きく変わってきており、困難を克服し、夢や希望を実

現しようとする意欲の低下、命を大切にする心や他人を思いやる心、善悪の判断、

価値観や規範意識の低下等さまざまな教育的課題が見受けられますので、どのよ

うな教育的営みが必要なのか、保護者並びに地域の方々と連携を図りながら、本

市全体の共通課題として取り組んでまいりたいと考えております。例えば、体験

を重視した教育活動並びに市域の伝統や文化を学ぶ場において、保護者、地域の

方々、またお年寄りの方々の知恵をかりながら子供たちの育成をしていくことが

大切と考えています。 

 次に、輪内地区の未就学児の幼児教育につきましては、予想以上の幼児数の減

少に伴い、幼児教育の根幹をなす集団性、社会性の涵養が甚だ困難な状況にあり、

飛鳥幼稚園におきましては、平成２１年度末をもって廃園するという結論に至っ

ており、また、三木里幼児学級も幼児数の減少により閉園となります。輪内地区

の幼稚園については実質一元化となりますが、それでも少子化の影響は避けるこ

とができません。認定こども園の設置については、関係者のご意見も伺いつつ、

一から検証・検討をしていきたいと考えています。 

 教育長、教育委員長より教育に対する思いを述べてもらい、次に学校運営協議

会並びに学校と地域連携による学校支援等については、教育長並びに担当課より

説明させます。 

 本市の子育て支援事業については、本年度策定いたします尾鷲市次世代育成支

援後期行動計画に盛り込むため、市民の代表からなる策定委員会と協働しながら、
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次世代の尾鷲市を担う子供たちの健やかな成長と保護者の子育てを支援する取り

組みなど、今後５年間の計画を策定中でございます。 

 現在、本市が実施しております子育て支援事業のうち、未就学児童に対しては

尾鷲民生事業協会に委託して、尾鷲第二保育園で就学前の児童を持つ親子を対象

に育児相談や親子教室、園庭開放など、地域に開かれた子育て支援を行っている

地域子育て支援センター「ちびっこひろば」のほか、子育ての援助について、依

頼会員と援助会員を有償ボランティアで結ぶファミリーサポートセンター事業な

どがあります。ご質問にあります雨の日の遊び場に関しましては、地域子育て支

援センター「ちびっこひろば」のほか、公民館施設、福祉保健センターなどが利

用できますが、その利便性において、十分にはおこたえし切れていないのが現状

です。今後、本市に求められる子育て支援について、子育て中の保護者を始め市

民の皆さんの意見を生かした尾鷲市次世代育成支援後期行動計画を策定する中で、

子育て支援の施策並びに施設利用についても検討していきたいと考えております。 

 子供についての相談窓口については、教育長、担当課長から説明させます。 

 次に、住居表示についてのご質問ですが、住居表示とは住所のあらわし方の一

つで、土地の地番に寄らず、住居表示に関する法律に基づいて、町の区域と町の

名称を整備するとともに、町の街区の道路等に沿って整然と並んで番号をつけて

表示するものです。このことにより住居や事務所の住所、所在地をわかりやすく

改めるものです。本市においては、住居表示に関する法律に基づき、昭和３９

年８月１日に第１次住居表示整備事業を実施し、尾鷲市の中心街を中心に１５町

の１６４街区の住居表示を行いました。さらに、３５年余りを経過した平成１０

年１月１日には、地域の状況も随分と変化したことによりまして、第２次住居表

示整備事業を実施し、昭和３９年に住居表示が実施されなかった大字中井浦、大

字南浦等の１５町の３２０街区の住居表示を行いました。これにより、３０町

の４８４街区の住居表示が整備されました。また、構図や地積測量図がない地区

であった新たな８地区の町名変更を行っております。第１次、第２次の住居表示

実施によりまして、これらの区域における住所は基本となる道路等に沿って整然

と並ぶこととなりましたので、郵便配達や相手に場所を正確に伝えなければなら

ないときなど、場所の把握が容易になり、住居表示実施区域の市民生活の向上が

図られたと認識しております。 

 次に、住居表示の今後の計画についてであります。該当地域の方から住居表示

を望む声を聞かせていただいておりますが、対象区域の境界の整備等が完了して
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いないことから実施計画ができない状況でございます。この新たな住居表示実施

整備事業については、対象区域の境界整備の完了に合わせて判断したいと考えて

おります。また、住居表示台帳については、現在、紙の地図台帳ですが、その劣

化が進んでおり、改めてその整備も必要となっております。ほか、住居表示実施

地区において同所同番が発生しておりますので、これもあわせて整理していかな

ければなりません。これらの課題を解決しながら、順次住居表示を進めていきた

いと考えております。 

 なお、住居表示されていない地域の戸数と人口は担当課長から説明をさせます。 

議長（三鬼和昭議員） 教育委員長。 

教育委員長（平山豊君） 濵中議員から私の教育に対する思いということで、お話す

る機会を与えられましてありがとうございます。私の思い、少しかたいんですが、

憲法にある「すべての国民は、その能力に応じて、等しく教育を受ける権利があ

る」ということです。特に子供の教育に関しては大人社会の責務だと思っており

ます。子供の学習する権利に対応して充足するようにあらゆる施策を講じなけれ

ばならないと思っております。 

 ２００６年の教育基本法の改正法に、新しく教育を実施する際の基本事項の一

つとして、「学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力」の文言が入りました。

地域社会の営みとして、地域社会が子供をはぐくむことであると思います。地域

社会の喜びでもあるように思っております。尾鷲市民の人口は２万１,０００人

余りです。最もこのことを実施するのにいい人口構成だと思っております。本当

はもう少し大きくなりたいと思っているんですが、そういうふうに思っておりま

す。 

 今、尾鷲の学校でかなり発展したシステム化されている総合的な学習の時間の

科目があります。そこで、先ほど市長もおっしゃったように、外部講師による体

験学習や地域の伝統の取材、あるいは検証、小学生が一生懸命取材活動をしてお

ります。それぞれの学校でいろんな工夫をされて実施されておると思います。人

生経験の豊富な大人たちが子供の好奇心を駆り立てて、学習に対するモチベーシ

ョンを上げていく、これは本当に大切なことだと思っております。世代間の心の

交流があって、子供の気持ち、安心あるいは人格形成に大きく寄与するものだと

思っております。 

 このようなことを踏まえて、今後、私たち教育委員は政策提案をしていきたい

と思っております。 



－４５－ 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） 教育長。 

教育長（畑中伸稔君） 議員の質問にお答えいたします。 

 私の教育に対する思いは、「子供は一人一人どの子も必ずすばらしい可能性を

秘めている。そして、それを引き出す子供の立場に立った思いやりのある教育を

実践する」であります。思いやりのある教育から、子供たちがわかる喜びや楽し

さを実感し、さらにわかろう、理解しようとする学習意欲を高めてもらいたいと

思っています。そのために、現場の先生方には、全員が参加する、参加できる授

業を展開していただくのが私の願いであります。子供たちが確かな学力をつける

ことによって、学校生活だけではなく家庭、社会においても、その生活は充実し

たものになるでしょう。また、一人一人がお互いの人格を認め合い、自分を大切

にするとともに相手も大切にする、そして、お互いの命を尊重する、そんな社会

性を持った人に育ってくれることが理想であります。 

 学校教育を着実なものとしていくためには、まず、基本的生活習慣を身につけ

させなければならないと思います。この基本的生活の乱れは、学習意欲や体力の

低下の要因の一つでもあると考えられます。もちろん基本的生活習慣は、就学前

に家庭で土台をつくるものですが、厳しい社会情勢の中、家庭環境の中だけでは

難しい状況となっています。このことから、子供が笑顔で生活できるように、家

庭と学校が一層の協力関係を築き上げていきたいと思います。私は、ＰＴＡ、あ

るいは公民館活動、幼児学級延長を通して地域の方々にお力や助言をいただき、

大変有意義な実りある活動ができたという経験があります。子供の教育には地域

の支援も大切であると思います。 

 学校は教師との出会いの場であります。私も多くの先生方にお世話になり、お

話しした機会がありますが、印象に残っているのは授業時間よりも、たわいない

会話であります。先生の一言が子供たちを勇気づけるやら、やる気を持たせるこ

とがあります。先生とのかかわりが教育にとって最も重要であると考えられます。

現実として現在の先生は非常に多忙ですが、そういった中でも一層の信頼関係を

構築していくようにしたいと思っています。 

 次に、学校運営協議会について説明します。 

 学校運営協議会とは合議制の機関であり、協議会を通して保護者や地域の皆さ

んが学校運営に参画することにより、学校、家庭、地域社会が一体となって、よ

りよい教育を目指すという、地域に開かれ地域に支えられる学校づくりの仕組み
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であります。三重県教育委員会の三重県立学校における学校運営協議会の設置に

関する規則によりますと、委員は保護者、地域社会、当該指定学校の校長、当該

指定学校の教職員、有識者、関係行政機関の職員、その他教育委員会が適当と認

める者となっています。学校長が協議会に承認を得なければいけない事項としま

しては、学校経営に関すること、教育課程の編成に関すること、組織編成に関す

ること、学校予算の編成及び執行に関すること、その他教育委員会が必要と認め

る事項に関することなどが挙げられます。また、協議会は当該指定学校の職員の

採用、その他の任用に関する事項についても教育委員会に意見を述べることがで

きます。なお、尾鷲市教育委員会が学校運営協議会設置校として指定する場合は、

三重県教育委員会との協議が必要となっています。 

 次に、学校運営協議会の推進についてお答えします。 

 三重県教育委員会では、平成１６年度より、学校経営品質の取り組みを行って

います。これは、顧客本位の経営や継続的な自己改善等の基本的な考え方をもと

に学校経営を行うものであります。学校教育に顧客本位の経営という言葉はなじ

まないかもしれませんが、言いかえれば、児童・生徒、保護者、地域の立場に立

っての学校経営を行うということになります。尾鷲管内では、小中すべての学校

がこの取り組みを行っており、学校経営にも外部の声を反映させるため努力して

いるところです。 

 また、現在、当教育委員会では、市民の方を学校評議員として委嘱し、各学校

で地域の代表として学校運営に取り組んでいただいております。現在の取り組み

を一歩前進させるためにも、議員からご指摘のあった学校運営協議会設置及び推

進については、国の動向にも注視しながら今後検討していく必要があると考えて

います。 

 続いて、学校問題解決についての相談窓口についてお答えします。 

 現在、学校問題解決については教育総務課指導係が担当しており、その対応に

当たっています。本年度においても既に数件の相談が寄せられており、その都度、

直接面談しておりますが、年々増加傾向にあり、相談内容も複雑多様化している

現実がございます。子供たちの安心・安全が学校生活の基本となりますので、学

校問題については早急な対応が必要であり、早期解決を図るためにも公平な判断

のできる相談窓口の設置については、今後、関係機関との協議をしていく必要が

あると考えています。 

 次に、子供たちが自由に利用できる状況につきましては、教育委員会施設の中



－４７－ 

には図書館及び各公民館の図書館が利用できます。また、図書館の幼児室、各地

区間のホール等、講座、行事等の実施に支障が出ない範囲内で開放しております。 

 以上でございます。 

議長（三鬼和昭議員） 福祉保健課長。 

福祉保健課長（大倉良繁君） 子供についての相談窓口についてご説明いたします。 

 従来、児童福祉法においては、あらゆる児童相談について児童相談所が対応す

ることとされてきておりましたが、近年、児童虐待件数の急増等により、緊急か

つ高度な専門的対応が求められる一方で、育児不安等を背景に身近な子育て相談

ニーズも増大し、こうした幅広い相談すべてを児童相談所のみが受けとめること

は困難な状況であります。市町村を始め多様な機関によるきめ細かな対応が求め

られてきております。 

 このような背景から、平成１７年４月から法律が改正され、児童相談に応じる

ことを市町村の業務として明確化され、児童相談所の役割を専門的な知識及び技

術を必要とするケースへの対応や市町村の後方支援に重点化し、さらに保護者に

対する指導に家庭裁判所が関与する仕組みが導入されるなど、司法関与の強化が

行われることとなりました。こうしたことにより、全体として地域における児童

相談体制の充実が図られることとなったものであります。 

 本市におきましては、福祉保健課において、家庭児童相談員を始め、保健師、

社会福祉士等が連携のもと、養護・障がい・育児相談などに応じております。さ

らに必要に応じ、児童相談所とも連携を図りつつ業務の遂行に当たっております。 

 一方、児童福祉法には、市町村が要保護児童の通告先としても指定されている

ことから、要保護児童の相談・支援にも取り組んでおります。その一つとして、

保護者のいない児童、または保護者に看護させることが不適当であると認める児

童の早期発見やその適切な支援を図ることを目的に、教育委員会を始めとする関

係機関と連携を図りつつ、当該児童に関する情報や考え方を共有していくため、

尾鷲市要保護児童対策地域協議会を設け、児童を守る地域ネットワークとして取

り組んでおります。そのほか、地域の障がいを持つ児童に関しての相談について

は、特に福祉保健センター内に設置されています紀北地域障がい者総合相談支援

センター「結」において対応し、必要な情報の提供及び助言を行っております。 

 以上でございます。 

議長（三鬼和昭議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（山下恭徳君） 住居表示されていない地区の戸数と人口について
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ご回答させていただきます。 

 平成２１年１２月１日現在、本市は全体で１万１３６世帯、２万１,４３７人

です。うち住居表示が実施されていない地区は７地区、２８８世帯、人口４３８

人で、該当地区は南浦坂場、南浦倉ノ谷、中井浦倉ノ谷、南浦新田、南浦向井、

南浦小原野、南浦天満の７地区となっております。 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） 最初の質問がかなりの量になったものですから、ご丁寧

な答弁でありがとうございます。ただ、時間も半分以上過ぎてしまいましたので、

ちょっと急いでいきたいと思います。 

 市長、教育委員長、教育長のそれぞれの思いを聞かせていただいて、本当に安

心をしたいというか、やはり親の思いとしましては、どの親であろうと本当に自

分の子供が健やかに育っていくことを願わない人はいないわけで、そこにそうい

った本当にいいお考えをお持ちであることを心強く思います。ただ、こういうよ

うな思いがあっても、今現状で目の前にあるもの、その問題を解決していくとい

うあたりで、とても大変な思いをしているところがたくさんありますので、先生

たちのご苦労、ご負担を軽くすることも一つ、負担を軽くすることで子供たちに

向き合う余裕を持っていただきたい、それを地域全体でできればという思いで質

問をさせていただきました。それで、それぞれの市長、教育委員長、教育長が今

の思いを胸にして子供たちに向き合っていただきたいということは要望しておき

ます。 

 それで、さらに、今の話の中、どなたの話の中にもありましたけども、地域と

の連携とか関係機関との連携ということを言われてきまして、本当に学校だけに

任せておいて、それは成り立っていくものでないことが確認できましたけども、

今、自分の手元にある資料の中に「学校と警察の協力体制について」というもの

があります。その目的にも書かれておりますように、それは犯罪であるとか事故

であるとか、その被害を防止するものを期待するものとして学校警察連絡協議会

というものがあります。そこに結ばれている協定があるんですけども、この協定

は尾鷲市独自のものではなくて、三重県教育委員会からまず協定が結ばれ、そこ

からさらに尾鷲市の方に回ってきたものと理解しておるんですけども、実はこの

協定書に、県からの通達の中に、この協定を進めていくに当たって児童・生徒及

び保護者への周知を図る、そして、連絡対象事案に関係する保護者の理解と協力
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を得るというふうな項目があるんです。これは、本当に今、さまざま社会で起こ

っている事件、事故、犯罪、そのようなことに関して、きちっと子供たちにもわ

かってもらい、保護者も理解していただいた上でこの協定を生かして防止してい

きましょうということだと思うんですけども、私、昨年まで保護者として学校に

かかわっておりましたが、この協定を知りませんでした。もしかしたら息子がプ

リントを見せなかったこともあるかもしれませんけども、毎年毎年子供たちが入

学を繰り返していく中で、どのようにこの周知を図っているのか、そのあたりを

学校担当の方からでも結構ですのでお聞かせいただきたいと思います。 

議長（三鬼和昭議員） 学校教育担当調整監。 

教育総務課学校教育担当調整監（玉津勲哉君） 濵中議員のご質問にお答えします。 

 平成１６年に教育委員会と尾鷲警察の方で協定が結ばれ、今、５年目となって

います。今、周知の件なんですけど、この協定書の中に対象事案に係る児童・生

徒の名前等も一応情報提供するとなっておりますので、こういった個人的な情報

の交換に関しては、どうしても保護者の許可が必要となりますので、その場合は

保護者ときちんと事前に打ち合わせをするということで確認はされています。た

だし、過去５年間の間に、年２回開催されるこの協議会の場において、個人的な

情報の交換ということは一度もありませんでしたので、そういった面では保護者

に周知していないというのが現実でして、ただ、年２回、計十数回、今まで開い

てきたわけなんですけども、連絡協議会という名のとおり、関係者による情報交

換の場として機能しておりますので、そういった周知の方については今までされ

ていなかったという現実があります。 

 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） 仕組みに関しては今ので理解をさせていただきましたけ

ども、この協定に関しましては、防止・抑止力としての形があるのであれば、例

えばこういう仕組みがありますよということを保護者が知ることで、学校内だけ

ではなく、登下校ですとか学校を取り巻く子供たちの安心・安全の中で、こうい

う制度があるということを知って保護者たちが安心することもあります。そのあ

たりの周知が必要かと思います。 

 それで、今の説明の中で、個人情報にかかわるところのやりとりがあるという

ふうに確認させていただきましたけども、確かにここの中には防止ということに

関して個人名を特定したやりとりがあるんですけども、この協定書の中には、今、
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実際に行われるときには保護者にも周知を図るというふうに言われましたけども、

協定書にはそのように保護者がかかわる項目が書かれていないんです。というの

は、もし協定書を遵守した場合、保護者が飛ばされても、ちょっとこれはどうな

のかなというところがあるのと、それから、この協定が結ばれたのが平成１６年

とおっしゃいました。個人情報保護法が施行されたのがその後の１７年になって

おります。そのことも含めて、いま一度この協定書を精査される必要があるよう

に思うのですけども、どのようにお考えになりますか。 

議長（三鬼和昭議員） 学校教育担当調整監。 

教育総務課学校教育担当調整監（玉津勲哉君） ただいまの質問の個人情報の件に関

しましては、私もこの協定が結ばれてからの翌年に例の個人情報ということは理

解しております。ただ、協定書の中に、第８条に秘密保持の徹底というところが

ありまして、これは、相互に提供された情報については秘密の保持が厳守される

べきものであるということでうたっておりますので、この点について十分留意し

ながら対応していきたいと思いますが、現在、ただいま指摘のあったとおり、そ

の後、いろんな経過をたどっておりますので、この件については教育委員会とし

て警察と協議することになっています。 

 それと、あともう一点、保護者の周知に関しましては、どのような方が関係機

関として入っているのかわかっていただけない部分もあるかと思いますので、こ

の辺については、また学校の方からこういった取り組みがなされているという情

報を流していただくよう、こちらの方から指示させていただきます。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。それで、次にもう一点、学校に

関してなんですけども、本当に学校の中での学習保証の面であるとか、子供たち

が自発的に学習したいという意気込みを持つというあたり、教育委員長からも教

育長からもご指摘がありまして、本当に親としてもそこは学校の方からきちっと

子供たちに伝わるような形の教育、そのあたりが本当に望まれると思います。学

校が大変な問題を抱えながら一生懸命やっているというところは私自身も感じて

きておりますけども、現場の先生から聞かされる中に、人事異動のあたりなんか

もすごく問題点があることを聞いております。といいますのは、教師の人事異動

に関しましては県教委の管轄でありますから、市の立場でどういうふうに申し上

げられることができるのか、私はちょっとわかりませんけども、当市におきまし

ても学校も減っておりますし、異動の機会がかなり減ってきております。その中
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で、この夏には教師がその親族と同じ学校に在籍することで不都合なことも起こ

ってまいりました。県教委事務所が廃止されて、県北部の地域では、その異動範

囲も広がっているように聞いております。しかし、先だっても熊野市以南の方た

ちともお話をする中で、東紀州地域では相変わらず閉塞感が感じられているとい

うことも聞いております。それは、やはり中学校、小学校においても、若い年代

の先生の数がなかなか確保できないというような、そのあたりで、子供たちに対

する遊びであるとか体を使った体力的なところが心配されるというように聞いて

おります。そういうふうに学校を支えていく中で、教師、先生たちの仕事におけ

る環境づくりということも、尾鷲市教育委員会として県の方に尾鷲市の思いを申

し入れしていただくことが必要かと思いますけども、その辺、教育長、教育委員

長はどういうふうに今の学校体制を考えられますでしょうか。 

議長（三鬼和昭議員） 教育長。 

教育長（畑中伸稔君） 今年度の異動に関して調整監と一緒に頑張る予定でおります

ので、うちだけではどうしても中学校が二つの状態で、非常に異動が難しい状態

なんですけれども、何とか今年はひとつ頑張ろうということで調整監とやってお

りますので、どうかご理解の方をいただきたいと思います。 

議長（三鬼和昭議員） 学校教育担当調整監。 

教育総務課学校教育担当調整監（玉津勲哉君） 調整監と名前が出てきましたので、

ちょっと補足させていただいてよろしいですか。実は、つい先日、紀北町と尾鷲

市の教育委員会と、そして県の方の担当者、校長会代表、教職員組合代表と四者

懇談というのを行いました。やっぱりこの場での最大の課題というのが、長年月

勤務している先生方、そしてまた教育懇談校と言われている学校での異動がうま

く今までできていないというあたりが最大の課題であるということで確認しまし

たので、この解消に向けて全力を傾けようということで、現在、取り組んでいる

ところなんです。ただし、教育長が言われましたように、学校数の激減というこ

とで、中学校の場合は教科担任ということになっていますので、こういったもの

すごく難しい、例えば輪内中なんかにおきましては、美術等の先生は常勤の先生

が必要でないと。もし、その先生を異動させた場合は、そこで週に５時間、６時

間だけの仕事になってしまうという、そういった難しさもありまして講師を任用

しているというような現実もあります。こういったさまざまな問題はあるんです

けども、何とか解決に向けて努力していきたいと思っていますので、また後日報

告させてもらえる機会もあると思います。 
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 以上です。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） だからこそ、多分、教育事務所の解消のあたりで、三重

県全体が対象になっていることもあると思いますので、そのあたりを県全体とし

て考えていただけるような形を県教委の方にも申し入れをしていただきたいなと

思います。 

 それから、ちょっと時間がないので確認だけさせていただきます。学校運営協

議会のことに関してですけども、評議員制度とかそういったことがなされている、

あと、いろんな取り組みがいろんなグループに分かれてやっているということは

確認できております。ただし、今までの流れの中で、評議員制度も少し私たちが

見て、どれぐらいの活用がされているのかなというのも疑問に思うところもあり

ますし、もうこれは検討という言葉ではなくて協議をスタートしていただくとい

うことにならないかというふうに感じました。それから、相談窓口に関しまして

も、さまざまなものがあるのは存じ上げておるのもあります。例えば不登校対応

のあおさぎ教室なんかも結構頑張っていらっしゃるのも聞いておりますけども、

やはり窓口がばらばらの感じがするんですね。福祉は福祉、教育は教育というふ

うに分かれてしまっているような気がするんです。役所の中ではわかっているん

ですよね。私たちもある程度理解させてもらっていますけども、一般に学校に通

う保護者の立場にしますと、さあ、困った、これはどこで対応してもらうんだろ

うと考えるところから始まるわけです。そういうときに、例えば私たちのような

議員の立場で聞かせていただくことも往々にしてあるんですけども、今回も、先

ほど壇上から言わせてもらったように、学校の校長先生が、どうですか、親御さ

んとのお話の相談に乗っていただけませんかなんて話がされますと、やはりこれ

はそういう機関としての確立が必要であるなというのを感じております。県でも

今、こども局というふうにして、学校教育とか福祉とか、そういうふうに分けな

いで、子供は子供というような一くくりのものが進められてきておりますので、

そういうような観点から、この市独自の取り組みとして、それこそ義務教育が終

わるまでの子はここで一括して責任を持ちましょうというような行政の仕組みを

つくっていただく必要があるように思いますので、どうかこれは「検討する」と

いう言葉ではなくて「進めていきましょう」というお言葉をいただきたいんです

けども、市長、その辺、いかがでしょうか。 

議長（三鬼和昭議員） 市長。 
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市長（岩田昭人君） 現在の教育の事情を考えますと、何らかの形で対策は絶対必要

だと思っておりますので、そういう方向で進めさせていただきたいと思います。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） ありがとうございます。お約束いただけたと思います。

子供たちを取り巻くことはものすごくたくさんありまして、まだまだあるんです

けども、輪内の幼児教育に関しましては、本当にここ何年も何年もこの時期が来

るたびに、来年度からどうするんだ、来年度からどうするんだということが繰り

返されてきました。これは伊藤市長のときもそうでした。奥田市長にも尋ねまし

た。ただ、今回、岩田市長にかわられたことで、市長の思いもあると思います。

なので、ここで一たん「一から」という言葉を信じさせていただいて、ただ、本

当に子供たちの成長は待ってくれませんので、どうか立ちどまることなく進めて

いただきたいと思います。 

 それと、最後に、住居表示のあたりですけども、自治会の方からも、私の手元

にあるだけでも平成１５年から同じ要望が繰り返されております。そのたびに

「もう少し待ってください、予算が、人員が」というような言葉が毎回毎回繰り

返されて、手元にあるだけでも６年分の要望がございます。それは実際に実生活

においての不便・不安が感じられているということがあると思うので、これは専

門的なことになると、さっき市長が言われたように、たくさんの課題があるもの

とは思いますけども、早急な課題解決が必要だと思います。ある程度、年を区切

って、今、ここまではこの年までにできるつもりであるというあたり、計画はな

いでしょうか。さっきですと、すごく漠然とした「やらなければいけないと思っ

ていますけども、これから」というふうに感じましたので、まず、今年度、何が

できるのか、来年度に向かってはどのあたりができるのかという計画があるよう

であればお願いできないでしょうか。 

議長（三鬼和昭議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（山下恭徳君） 現在、住居表示を実施していない地域の住居表示

はどのようになっているかということと、それから、今後の方法ということなん

ですが、住居表示をする場合は、最も重要なのが土地の確定です。開発や道路整

備が行われている地域は比較的容易に土地を確定することができますが、山に隣

接している地域は、山林と宅地との土地の切り分けが難しいこと、自然あるいは

人口的に地域が変わってしまうことなどの要因により、土地の確定が困難な状況

となっております。こうした中でも住居表示作業を行っていかなければならない
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ことから、一挙に完結できるものではないと考えております。本年度、来年度に

かけての作業として考えておりますのは、住居表示を設置した地域に同所同番が

発生しております。同所同番を解決する方策として実施計画を立て、発生しない

方策を検討させていただきたいと考えております。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） そうしますと、今、確定できていない部分に関しては、

住民とのお互いにそれぞれの事情に合わせて、こっち側ばかりができるものばか

りでないというふうに理解させてもらえばよろしいんですか。 

議長（三鬼和昭議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（山下恭徳君） そのとおりで、地域の土地確保ができ次第、検討

させていただきたいと考えております。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） そしたら、そこの住民の方の理解を得るための動きとし

ては、今後、とまることなくやっていただけるということになりますかね。どう

でしょうか。 

議長（三鬼和昭議員） 市民サービス課長。 

市民サービス課長（山下恭徳君） 地域の住民の方の強い要望がございますので、私

どもとしては新たな住居表示に向けての考えを示したいなと思っております。 

議長（三鬼和昭議員） １１番、濵中議員。 

１１番（濵中佳芳子議員） はい、わかりました。この住居表示のことについて、い

ろんな声を聞かせていただく中で、やはり今、想定されている大規模災害という

あたりを心配されている方が結構多かったように思います。それで、今、地形の

変化という言葉がありましたけども、山崩れがあったりとか、そのあたりのこと

でも示される一つだと思います。そうしますと、今度はハード面のこととして、

救急車対策であるとか、そういうあたりが確定できるということも大事なのかな

と思いますので、その辺の県との連携も必要になるかと思います。どうか安全と

安心を求めるために、とまることなく事業をやっていただきたいと思います。 

 もう時間ですので、そしたら、時間の配分が下手くそでばらばらになりました

けども、以上で私の質問を終わらせていただきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

議長（三鬼和昭議員） 以上で本日の一般質問は打ち切り、あす９日午前１０時より

続行することにいたします。 
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 本日はこれにて散会といたします。 

〔散会 午前１１時５６分〕 


